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審査証明の結果

本技術において、前記の開発の趣旨，開発の目標に照らして審査した結果は、
以下のとおりである。

【1】	水系ポリマーにより改質した JIS A 6021 に適合する改質アスファルトエマルションの塗膜防水材と改質
アスファルトルーフィングシートを常温で積層させることにより、下記の特徴を有する防水層が開発された
ものと判断される。

①在来工法であるアスファルト防水と同等の防水性能を有する。
②防水層の重量を軽減させる。
③作業工程数の削減及び施工の簡易化により作業効率を向上させる。

【2】	施工時に火気や揮発性溶剤を使用しないことにより、作業環境の改善が図られたものと判断される。
①施工時における炭酸ガス・蒸発溶剤の発生量を削減する。
②作業者への作業環境の改善及び近隣環境保全を可能とする。
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　当社の開発した、環境対応型改質アスファルト防水常温工法「ハルｅコー
ト複合防水」が ､ 建設技術審査証明協議会（一般財団法人日本建築センタ
ー）で技術審査が行われその証明が決定されました。

（初版 2003 年 A-2、AI-2、E-2 取得、変更 2015 年 A-1、AI-1、E-1取得）
　本文の「審査証明報告書」は審査証明の内容を詳細に説明し、広く関
係機関に紹介されていますが、内容が各項目細部にわたるため大変長い
ものになっております。
　当要約版は皆様にわかりやすいように要旨をまとめたものです。

株式会社イーテック

 当要約版の発刊について 

建築施工・保全技術審査証明委員会委員名簿
（敬称略、順不同）

（敬称略、順不同）

ハルｅコート複合防水専門委員会委員名簿

ハル e コート複合防水の仕様記号 建築工事標準仕様書（平成 25 年度版）
防水工事アスファルト防水の対応する種別

E − 30C（A-1）、（A-2）

E − 30D（Al-1）、（Al-2）

E − 30（E-1）、（E-2）

屋根保護防水密着工法
A − 1、A − 2、A − 3

屋根保護防水断熱工法
AI − 1、AI − 2、AI − 3

屋内防水密着工法
E − 1、E − 2

◆表 1.1 ｜防水層種別の対比 ◆

環境対応型改質アスファルト防水常温工法『ハル e コート複合防水』の適用範囲
本工法は、次のアスファルト防水の主要な防水層種別に対応する。
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ハル e コート・建築工事標準仕様の対応種別

■E-30C全体納まり図

ハルeプライマー

             

ハル eシート増張り
W=200mm以上

ハル eシート

ハル eシート

20mm

ハル eコート
1.5kg/ ㎡

ハル eコート
1.5kg/ ㎡

150mm
以上

ハル eコート
1.5kg/ ㎡

絶縁シート

保護モルタル
保護コンクリート

屋根保護防水密着工法

工
程

ハル eコート複合防水 在来アスファルト防水

E-30C（A-1） 使用量
（kg/ ㎡） 標準仕様 A-1 使用量

（kg/ ㎡）

1 ハル e プライマー塗布 0.2 アスファルトプライマー塗布 0.2

2
ハル e シート

1.5
アスファルトルーフィング

1.0
ハル e コート流し張り アスファルト流し張り

3 ハル e コート塗布 1.5
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

4 絶縁シート
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

5 保護コンクリート
アスファルトルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

6 アスファルトはけ塗り 1.0

7 アスファルトはけ塗り 1.0

8 絶縁シート

9 保護コンクリート

※補強処理：入隅部のハル e	シート増張りは必須となります。
　　　　　　（ハル e コート / ハル e シート（W=200mm 以上）	1.5kg/ ㎡）

屋根保護防水断熱工法

工
程

ハル eコート複合防水 在来アスファルト防水

E-30D（Al-1） 使用量
（kg/ ㎡） 標準仕様 AI-1 使用量

（kg/ ㎡）

1 ハル e プライマー塗布 0.2 アスファルトプライマー塗布 0.2

2
ハル e シート

1.5
アスファルトルーフィング

1.0
ハル e コート流し張り アスファルト流し張り

3 ハル e コート塗布 1.5
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

4 断熱材
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

5 絶縁シート
アスファルトルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

6 保護コンクリート アスファルトはけ塗り 1.0

7 アスファルトはけ塗り 1.0

8 断熱材

9 絶縁シート

10 保護コンクリート

※補強処理：入隅部のハル e	シート増張りは必須となります。
　　　　　　（ハル e コート / ハル e シート（W=200mm 以上）	1.5kg/ ㎡）

屋内防水密着工法

工
程

ハル eコート複合防水 在来アスファルト防水

E-30（E-1） 使用量
（kg/ ㎡） 標準仕様 E-1 使用量

（kg/ ㎡）

1 ハル e プライマー塗布 0.2 アスファルトプライマー塗布 0.2

2
ハル e シート

1.5
アスファルトルーフィング

1.0
ハル e コート流し張り アスファルト流し張り

3 ハル e コート塗布 1.5
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

4
アスファルトルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

5
ストレッチルーフィング

1.0
アスファルト流し張り

6 アスファルトはけ塗り 1.0

7 アスファルトはけ塗り 1.0

※補強処理：入隅部のハル e	シート増張りは必須となります。
　　　　　　（ハル e コート / ハル e シート（W=200mm 以上）	1.5kg/ ㎡）
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＊：絶縁シート・保護層は除く
　：E-1 は A-1 同様の工程数・使用材料の為、基本データは同等の性能を有していると考えられる。

抗張積の比較表

表1 抗張積の比較

項　　目 ハル eコート 在来アスファルト
仕 様 名 E-30 仕様 標準仕様 A-1＊

防
水
層
の
性
能

強　　度 長手：113.7N/cm　　 幅：54.2N/cm 長手：343.4N/cm　　幅：225.9N/cm

伸 び 率 長手：46.3％　　　　　幅：63.7％ 長手：9.8％　　　　　幅：15.4％

抗 張 積 長手：5,264N％ /cm 　幅：3,453N％ /cm 長手：3,365N％ /cm　幅：3,479N％ /cm

・伸び率に優れる本工法が在来工法であるアスファルト防水より優れている。

＊：E-1 は A-1 同様の工程数・使用材料の為、基本データは同等の性能を有していると考えられる。
※：熱劣化は JASS8 の耐久性試験に準じて 80℃× 112 日間（露出条件）にて実施。

熱劣化試験

表2 初期値及び加熱劣化後の抗張積比較

工　法
抗張積（N%/cm） 保持率（％）

初期 112 日 360 日 112 日 360 日

E-30 仕様
長手 5,264 6,223 6,431 118.2 122.2

幅 3,453 3,771 4,318 109.2 125.1

標準仕様 A-1＊
長手 3,365 1,671 49.7

幅 3,479 2,486 71.5

・本工法が在来工法であるアスファルト防水よりも保持率が優れている。

＊：日本建築学会技術報告集　第 1号　6-10　1995 年 12 月に記載の数値を引用。
　　仕　様：日本建築学会標準仕様A-PF で A-2 相当であるが、各種項目の結果区分は最高評価の為、A-1、E-1 も同様の性能を有
　　　　　　していると考えられる。
※：ハル eコート E-30 仕様、在来アスファルト防水共に絶縁シート・保護層は除く。

防水性能評価

表3 初期値及び加熱劣化後の抗張積比較

試験項目 ハル eコート E-30 仕様 在来アスファルト防水＊

水密試験 合格 合格

へこみ試験 20℃ 4 4

衝撃試験 20℃ 3 4

ジョイントずれ試験
長手 3 3

幅 3 3

ずれ・垂れ試験
A形 ー 3

B 形 3 ー

コーナー部安定性試験
長手 3 3

幅 3 3

・基本的な性能比較において、本工法と在来工法であるアスファルト防水層との性能の差は認め
　られなかった。

ハル eコート
1.5kg/ ㎡

絶縁シート

保護モルタル
保護コンクリート
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防水層としての機能は、日本建築学会　建築工事標準仕様書　JASS8 防水工事（2000）・参
考資料 2『メンブレン防水層の耐久性能試験方法（案）』に基き、ハル e コート複合工法の評
価を建材試験センターにて行った。アスファルト防水 A-1 の評価については、『日本建築学
会　2010 年 7 月　アスファルト防水の性能評価（その 5）に記載の数値を引用し比較を行った。
結果を表 4 に示す。試験はハル e コート複合工法 E-30 には熱劣化処理したもので行ない、ア
スファルト防水 A-1 は熱劣化処理無の対比であり、ハル e コート複合工法 E-30 には厳しい条
件となっている。しかし試験結果は、ハル e コート複合工法は異常無、アスファルト防水
A-1 は下地から防水層の剥離が発生した。結果から、アスファルト防水A-1 に比べて、ハル
eコート複合防水E-30 の方が、年数を経た状態であっても、下地の動きなどに対する抵抗性
は良好な状態を維持していることが確認された。

疲労試験

施工の手順

表 4 疲労試験結果

試験項目 ハル e コート複合防水　E-30
（熱劣化処理有）

アスファルト防水 A-1 ＊

（熱劣化処理無）

破断の有無
長手 A4（破断無） A4（破断無）

幅 A4 A4

下地からの剥離・浮きの有無 異常無 下地からの剥離有

A4：疲労試験を実施した 3 体すべてが破断しなかった。
	＊：E-1 は A-1 同様の工程数・使用材料の為、基本データは同等の性能を有していると考えられる。

施工ポイント
・A-1、AI-1、E-1 対応は入隅にハル e シート増張りを行う。
　（ハル e コート / ハル e シート（W=200 以上）1.5kg/㎡）

・ハル e コートをコテなどで均一に塗布し、
　端部よりハル e コートがはみ出すことを確認する。

ハル e コート塗布／ハル e シート流し張り

プライマー塗布

ハル e コート塗布

下地処理

仕上げ・保護層
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作業環境の改善
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全国イーテック防水工業会は下記の組織で構成されています。

全国イーテック防水工業会

全国イーテック防水工業会会員会社

㈱イーテック

北海道支部 中部支部東日本支部 西日本支部 九州支部

・防水層重量減
　在来熱工法と比較して重量が 30 ～ 52％であり、軽量化可能

表５　防水層の重量比較   
①ハル e コート複合防水 ②在来アスファルト防水 ① / ②× 100（%）

防水層重量（kg/㎡）
E-30C  3.67

A-1*1  12.07 30
A-2*1  9.57 38

E-30  3.67
E-1  12.07 31
E-2  7.07 52

*1: 絶縁シート・保護層は除く		 	
在来工法であるアスファルト防水に使用されるルーフィング類の重量は、JIS に沿って計算した。	 	 	
　●アスファルトルーフィング　:　JIS	A	60051996 →アスファルトルーフィング 1500（1.5kg/ ㎡）　	 	 	
　●ストレッチルーフング　　　:　JIS	A	60221996 →ストレッチルーフィング 1000（1.5kg/	㎡）

・作業工効率の向上
　在来熱工法と比較して作業工程数、作業日数、のべ作業員が削減可能

表 6　工程数、作業日数、のべ作業員数の比較   
項目 ①ハル e コート複合防水 ②在来アスファルト防水 ① / ②× 100（%）

作業工程数　 E-30： 3 工程
A-1*2  ： 7 工程 43
E-1*2  ： 7 工程 43

作業日数 *1 E-30： 7 日
A-1*2  ：10　日 70
E-1*2  ：10　日 70

のべ作業員 *1 E-30：33 人
A-1*2  ：45　人 73
E-1*2  ：45　人 73

＊１：1000 ㎡の平場部のみを対象に、１日の作業員を５人で施工すると仮定して、のべ作業日数、のべ作業員数を算出。
＊２：絶縁シート、保護層の工程は除く。	 	 	
※また、在来アスファルト防水の下地の含水率管理の工程については、気象条件の影響による為、上記表では考慮していない。

・炭酸ガス・蒸発溶剤の発生量の削減
　施工時に火気や揮発溶剤を使用しない

・作業環境・近隣環境保全を可能とする
　火気を使用せず、臭気の発生が少ない材料を用いる事で作業環境が改善され、近隣環境保全が可能
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本パンフに記載されている情報およびデータは信頼し得る試験法に基づいて測定したものですが、実際に使用する前に充分な試験を行い、ご満足できる効果をご確認ください。
なお、ご紹介の用途は、いかなる特許に対しても抵触しないことを保証するものではありません。

’17.7.2000（KM）

http://www.etec.jsr.co.jp/製品情報満載の弊社ホームページをご利用ください
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